
13 122016.9

　

９
月
21
か
ら
30
の
10
日
間
、
全

国
一
斉
に「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
市
で
は
次
の
５

つ
を
重
点
事
項
に
掲
げ
、
交
通
安

全
宣
言
大
会
や
各
地
区
で
の
街
頭

指
導
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
悲
惨
な
交
通

事
故
を
な
く
す
よ
う
に
交
通
安
全

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

◉
　

市
内
で
の
子
ど
も
や
高
齢
者
の

交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

運
転
者
は
、
特
に
子
ど
も
と
高
齢

者
に
配
慮
し
、
運
転
し
て
く
だ
さ

い
。
高
齢
の
運
転
者
は
、
自
分
の

運
転
能
力
に
応
じ
た
ゆ
と
り
あ
る

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

家
庭
や
地
域
で
は
、
子
ど
も
と
高

齢
者
に
交
通
事
故
ル
ー
ル
を
守
る

よ
う
に
声
掛
け
を
し
て
、
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

◉
　

飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。
飲
酒

運
転
に
よ
る
悲
惨
な
交
通
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
、
市
民
一
人
一
人
が

交
通
ル
ー
ル
を
理
解
し
、
飲
酒
運

転
の
な
い
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、「
飲
ん
だ

ら
乗
る
な
・
乗
る
な
ら
飲
む
な
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う

◉
　

夕
暮
時
に
外
出
す
る
際
は
、
反

射
材
を
着
用
す
る
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
自
転
車
は
身
近
な
移

動
手
段
の
一
つ
。
自
転
車
は
法
律

で
軽
車
両
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
で
安
全
運
転
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

◉
　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
、
交
通
事
故
の
被
害
を

大
幅
に
軽
減
で
き
ま
す
。
楽
し
い

ド
ラ
イ
ブ
が
で
き
る
よ
う
に
、
後

部
座
席
も
含
め
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

◉
　

市
内
の
交
通
事
故
の
半
分
以
上

は
、
交
差
点
と
交
差
点
付
近
で
発

生
。
車
輌
を
運
転
す
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、
歩
行
者
も
悲
惨
な
交
通
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う
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市
畜
産
共
進
会
が
７
月
５
日
、

南
方
農
畜
産
物
集
出
荷
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

共
進
会
は
、
地
域
の
家
畜
改
良

意
欲
の
高
揚
や
、
飼
養
管
理
技
術

の
向
上
と
普
及
に
努
め
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
開
催
。

　

今
年
の
共
進
会
に
は
、
延
べ
92

頭
が
出
品
。
上
位
入
賞
牛
は
県
共

進
会
へ
の
出
品
牛
候
補
と
な
り
ま

す
。
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◉

▼
南
方
町
和

牛
改
良
組
合（
ら
ん
し
げ
号
／
只

野
徳
一
、
よ
し
き
く
号
／
高
橋
清

範
、
よ
し
し
げ
号
／
後
藤
貞
志
、

ま
こ
ち
ゃ
ん
号
／
鈴
木
敬
浩
）

◉

▼
１
区（
若
雌
の
１
）

＝
よ
し
う
み
号
／
千
葉
喜
和
（
迫

町
）
▼
２
区
（
若
雌
の
２
）
＝
い

と
ひ
め
７
３
５
号
／
大
立
目
敏
夫

（
米
山
町
）
▼
３
区
（
経
産
）
＝

ひ
ろ
お
く
号
／
㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ
（
中
田

町
）
▼
４
区
（
繁
殖
雌
牛
群
）
＝

南
方
町
和
牛
改
良
組
合
（
ひ
ろ
し

げ
号
／
日
下
正
之
、
ち
よ
号
／
鈴

木
忠
吉
、
ひ
ろ
こ
号
／
高
橋
清

範
、
か
す
み
号
／
高
橋
清
範
）
▼

５
区
（
高
等
登
録
群
）
＝
中
田
町

和
牛
改
良
組
合
（
お
く
ひ
ら
号
／

㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ
、
ゆ
づ
る
号
／
㈲
Ｎ
Ｏ

Ａ
）
▼
６
区
（
父
系
群
）
＝
南
方

町
和
牛
改
良
組
合
（
ら
ん
し
げ
号

／
只
野
徳
一
、
よ
し
き
く
号
／
高

橋
清
範
、
よ
し
し
げ
号
／
後
藤
貞

志
、ま
こ
ち
ゃ
ん
号
／
鈴
木
敬
浩
）

◉

▼
１
区
（
若
雌
の
１
）

＝
ゆ
り
し
げ
号
／
渡
辺
一
憲
（
南

方
町
）、
ひ
ら
よ
し
号
／
高
橋
徹

（
南
方
町
）
▼
２
区
（
若
雌
の
２
）

＝
よ
し
の
り
号
／
㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ
（
中

田
町
）、
よ
し
ひ
ら
き
よ
号
／
後

藤
正
弘（
米
山
町
）▼
３
区（
経
産
）

＝
か
ま
ふ
く
号
／
千
葉
弘
喜
（
迫

町
）、
ふ
じ
こ
号
／
船
島
一
芳
（
中

田
町
）
▼
４
区
（
繁
殖
雌
牛
群
）

＝
中
田
町
和
牛
改
良
組
合
（
ゆ
り

え
号
／
高
橋
幸
司
、
り
こ
号
／
㈲

Ｎ
Ｏ
Ａ
、ふ
じ
こ
号
／
船
島
一
芳
、

ひ
ろ
お
く
号
／
㈲
Ｎ
Ｏ
Ａ
）
▼
６

区
（
父
系
群
）
＝
中
田
町
和
牛
改

良
組
合
（
や
ま
よ
し
ゆ
り
号
／
船

島
一
芳
、
よ
し
の
り
号
／
㈲
Ｎ
Ｏ

Ａ
、
は
る
こ
号
／
小
野
寺
泰
則
、

ゆ
り
こ
号
／
千
葉
一
浩
）

◉

▼
１
区
（
若
雌
の
１
）

＝
き
た
よ
し
号
／
小
野
寺
正
人

（
迫
町
）、
え
い
こ
号
／
㈱
星
フ
ァ
ー

ム
（
迫
町
）、
ゆ
り
よ
し
ひ
ら
号
／

千
葉
晃
（
中
田
町
）
▼
２
区
（
若

雌
の
２
）
＝
し
げ
ゆ
り
号
／
千
葉

啓
克
（
迫
町
）、
や
ま
よ
し
ゆ
り

号
／
船
島
一
芳
（
中
田
町
）、
さ

お
り
号
／
石
川
信
喜
（
南
方
町
）

▼
３
区
（
経
産
）
＝
ひ
ろ
く
に
号

／
千
葉
啓
克
（
迫
町
）、
か
す
み

号
／
高
橋
清
範
（
南
方
町
）、
よ

し
の
号
／
高
橋
清
範
（
南
方
町
）

▼
４
区
（
繁
殖
雌
牛
群
）
＝
迫
町

和
牛
改
良
組
合
（
ひ
ろ
く
に
号
／

千
葉
啓
克
、
き
た
ひ
ろ
号
／
三
塚

雅
実
、か
ま
ふ
く
号
／
千
葉
弘
喜
、

ゆ
さ
号
／
小
野
寺
正
人
）
▼
６
区

（
父
系
群
）
＝
迫
町
和
牛
改
良
組

合
（
し
げ
ゆ
り
号
／
千
葉
啓
克
、

ふ
み
か
号
／
千
葉
喜
和
、
よ
し
ふ

く
号
／
三
塚
雅
実
、
み
ち
よ
し
号

／
守
屋
和
典
）

◉

▼
第
１
位
＝
中
田
町
和

牛
改
良
組
合
▼
第
２
位
＝
南
方
町

和
牛
改
良
組
合
▼
第
３
位
＝
迫
町

和
牛
改
良
組
合

　

５
年
に
一
度
、
全
国
か
ら
選
抜

さ
れ
た
和
牛
が
一
堂
に
会
し
、
体

型
や
肉
質
な
ど
を
競
い
合
う
「
第

11
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」が
、

来
年
９
月
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

本
大
会
を
１
年
後
に
控
え
、
県

産
和
牛
の「
日
本
一
」獲
得
と
大
会

運
営
の
成
功
を
祈
念
し
て
、
本
番

を
想
定
し
た
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

９
月
10
日
は
、
一
般
の
人
に
向

け
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◉

９
月
10
日（
土
）午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

み
や
ぎ
総
合
家
畜
市
場

（
美
里
町
北
浦
字
生
地
22
―
１
）

▼
仙
台
牛
Ｐ
Ｒ
・
県
産
和
牛
試
食

コ
ー
ナ
ー

▼
県
内
各
地
の
観
光
Ｐ
Ｒ
・
地
場

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー

▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト（
県
内
の

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
伊
達
武

将
隊
も
登
場
）

▼
全
共
宮
城
大
会
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
牛
政
宗
」く
ん
と

記
念
撮
影

◉▼
肉
牛
の
部
＝
９
月
６
日（
火
）〜

８
日（
木
）／
仙
台
市
中
央
卸
売
市

場
食
肉
市
場

▼
種
牛
の
部
＝
９
月
９
日（
金
）〜

10
日（
土
）／
み
や
ぎ
総
合
家
畜
市

場※
９
月
６
日
〜
９
日
は
、
一
般
の

人
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い

第
11
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
宮
城
県
実
行
委
員

会
事
務
局

☎
０
２
２（
７
１
４
）２
９
８
２
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◉
　

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得
者
の
負
担
を
考

慮
し
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
、
臨
時
福

祉
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

　

基
準
日（
平
成
28
年
１
月
１
日
）に
登
米

市
に
住
民
登
録
し
、
平
成
28
年
度
分
市
町

村
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

人
（
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
、

生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど
を
除

く
）

　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
千
円

◉
　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
対
象
者
で
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
の
障
害
基
礎

年
金
ま
た
は
遺
族
年
金
受
給
者（
平
成
28

年
４
月
ま
た
は
５
月
分
受
給
者
）

　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円（
高

齢
者
向
け
の
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
給
し

た
人
を
除
く
）

　

８
月
29
日
か
ら
給
付
対
象
に
該
当
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
人
に
、
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
。
申
請
書
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
最
寄
り
の

総
合
支
所
市
民
課
市
民
係
宛
て
に
、
持
参

ま
た
は
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
請
受
付
期
間
は
、
９
月
１
日（
木
）か

ら
12
月
28
日（
水
）ま
で
で
す
。

　

な
お
、
給
付
時
期
は
、
10
月
上
旬
か
ら

順
次
行
う
予
定
で
す
。

◉
　

５
月
下
旬
か
ら
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
給
付
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

緑
色
の
封
筒
で
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
期
限
は
９
月
16
日（
金
）ま
で
）

臨
時
福
祉
給
付
金
専
用

電
話（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
１
２
０（
２
９
４
）１
１
５

　

市
職
員
な
ど
が
電
話
な
ど
で
Ａ
Ｔ

Ｍ（
銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金

自
動
預
払
機
）の
操
作
や
、
手
数
料

な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な

電
話
が
あ
っ
た
場
合
は
、
左
記
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

警
察
相
談
電
話

☎
＃
９
１
１
０

登
米
市
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課

（
福
祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２


